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イギリスの保育・幼児教育に関する政策についてガンバロ・スチュアート・ヴォルドフォー
ゲル（2018）は、イングランド・スコットランド・ウェールズ・北アイルランドにおける
地域差も視野に入れて検討し、以下の報告をしている。
「イングランドにおける親を対象とした2012年の年間調査では、 3歳未満の子どもの59
％は、親以外による保育を何らかの形で受けている。39％は公的な（有料）保育（33％は
施設型保育、 7％はチャイルドマインダーやベビーシッターによる保育）、33％は私的な
（無償の）保育（主に祖父母）である。ウェールズにおける類似調査でも、同様のデータ
がみられる」（ガンバロほか,2018：50-51）。
また、大石（2016）は、イギリスのDepartmentofEducation（2016）のデータに基づい
て、2014年から2015年にかけての保育の利用状況を子どもの年齢別にまとめている。 0-
2歳児では37％は祖父母を中心とする親族・家族によるインフォーマルなケアを受けてお
り、3-4歳児、5-7歳児でもこの傾向がみられる。
さらに、Brownほか（2015）は、1958年生まれのNationalChildDevelopmentStudyの55
歳のコホートの調査から、介護や孫育てのケア役割が祖父母自身の雇用や健康に与える影
響について検討している。その結果、以下の報告を行った。
・55歳の調査対象者の約3分の2は親のケア、あるいは孫のケアを担っている。インフォー
マル保育の担い手である祖父母は38％と増加している。少なくとも月に1回平均8時
間預かる祖父母は57％である。
・祖父母の多くは50代に孫ができ、そして子ども世代が働きに出かけられるように孫の
面倒を見る。祖母の42％、祖父の32％は週に1回のペースで孫のケアをしている。祖
母は一週間に10時間、祖父は一週間に8時間預かっている。10人に1人は週に35時間、
孫の面倒を見ている。
・週に10時間以上になると、体調が万全と答えた人は減少する。しかしながら、孫の面
倒を見ることはいろいろな意味で rewarding（報いの多いもの）であると回答してい
る。
・また、孫の面倒を見る時間が長い人はフルタイムの仕事を持つ割合が少ない傾向があ
ることから、高齢の労働者にファミリーフレンドリーな働き方（policy）を適用する
ことが望ましい。
以上のように、イギリスでは公的な保育以外に祖父母を中心とするインフォーマルケア
を乳幼児期の子どもが受けていることが明らかにされている。大石によれば、低年齢児の
30％が祖父母によってケアされている状況は、日本を含めた東アジア諸国と比較しても低
くないという（大石,2016：172）。
４．祖父母による孫育てと母親の継続就業及び少子化抑止とのかかわり
佐藤（2019a）では、オランダと日本の孫育てと育児期の母親の継続就業や少子化の抑
止とのかかわりを論じた文献を概観した。イギリスの場合はどうだろうか。
Denchほか（1999）は祖父母は近年、母親の労働参加を促すうえで、・familyguardians・
（家族の保護者）となっていると述べている。労働参加するときに、多くの母親には保育
費が負担になることと、子どもを保育所に預けることへのためらいが足枷となるが、祖父
母はこのギャップを解消する存在とみなされるとする。そして、祖父母の側にも祖父母役
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割を果たす経験が高いレベルの満足をもたらすとした。
Kanji（2018）は祖父母によるケアが、母親の就業率と就業時間を向上させるかについ
て検討した。イギリスの母親の労働参加は漸次向上し、2014年には69.6％の母親が就労し
ている。しかしながら、イギリスの保育コストはヨーロッパ内でも高額であり、祖父母に
よる補完が重要であるとした。調査の結果、祖父母の孫育てへの貢献は、祖父母によるサ
ポート有群と無群の母親の就業率に33％の開きがあると報告した。また、イギリスでは女
性の高学歴化が進んでいるが、母親の高学歴化に伴う雇用機会が、祖父母によるケアの条
件となるかについても考察し、母親が高学歴の時に、祖父母がより孫の世話をすることを
見出している。但し、イギリスの年金開始年齢の上昇に伴い、孫育てと、祖父母自身の収
入を伴う労働との両立が課題となっていると述べる。イギリスでも祖父母世代のWLBが
今後の課題となることがうかがえる。
祖父母の少子抑止に与える影響については、Tanskanenほか（2014）が、子ども世代の
第2子の誕生に与える祖父母の影響を検討し、父方の祖父母との交流は第2子の誕生を促
進すると考察した。但し、祖父母と孫との交流を検討する際に、直に会うことに限定した
が、今後は電話やインターネットによるコンタクトを含めることが必要だとしている。
５．イギリスの孫育ての特色
イギリスの孫育てを論ずる上で、イギリスが階級社会であること（佐藤，2001：61-62）
は重要な側面である。そのため、祖父母の属する社会階級が孫の社会階級に与える影響の
検討を継続的に行ってきた。どの社会階級に生まれたかによって、学歴や社会階層が規定
されることが研究課題となる背景には、子どもの持つポテンシャルが社会・経済的な環境
による影響を受けることを懸念することに発している。
ここでは、階級社会を背景として、イギリスの祖父母の孫の人生に与える影響を捉えた
研究を二つ紹介する。
まず、イギリスの祖父母の孫育ての研究には、祖父母の社会階級が孫のaspirationに与
える影響を検討したものがある。aspirationとは特定の目標を達成したいという大望であ
る。Moultonほか（2015）は、7歳児の持つ大望に与える祖父母の社会階級の影響を検討
し、父方の祖母の社会階級が孫の大望に影響を与えていたと考察している。家族は文化的・
経済的資産を何世代にも渡って蓄積しており、親から子どもへの直接的な影響のみを見る
のではなく祖父母の間接的な影響を含めて検討するべきであるという問題意識を示してい
る。
また、Zhang＆Li（2019）は祖父母の経済的資産の孫のライフコースに与える効果を検
討した。思春期の子どもの職業への aspiration、成人してからの学歴、職業における達成
の3つの変数を調べた。起業家の祖父母は、自分の子どもが起業していない場合でも男子
の孫が起業の仕事に就くことに強いインパクトを与えていた。親の属性やその他の変数を
統制しても、祖父母の社会階層が孫の人生におけるチャンスと選択の有意な予測変数となっ
ていた。祖父母の長寿化は孫の達成に実質的に貢献し、孫の価値態度に影響を与えると考
察している（Zhang&Li,2019：190）。祖父母は、孫のライフコースにおいて、孫の人生
のチャンスを形作り成人期の学歴と社会階級を規定すると結論付けた。
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６．祖父母と思春期の孫とのかかわり
Tanほか（2010）は、祖父母の長命化と働く母親の増加により、これまで以上に祖父母
が孫育てにかかわっているとされるが、祖父母の役割については可視化されていないとし、
新たに、孫の視点から祖父母のかかわりを検討した。イングランドとウェールズの思春期
の子ども（11-16歳）への調査から、祖父母が、思春期の孫にも多くかかわっていること
を明らかにしている。オランダの祖父母研究ではBovenberg（2005）が、親世代は時間が
なく、子育ての経済的負担も大きい（timecrunchandmoneybind）ためにゆとりある祖
父母世代の支援が重要であると主張した。これと同様に、イギリス研究においても、Tan
ほか（2010）が親世代はお金も時間もゆとりがない（moneyandtimepoor）ので、祖父母
がその不足を補っていると述べている。そして、祖父母世代と親世代の良好な関係が、祖
父母と孫のかかわりを促進するとした（Tan,2010：1009）。思春期の孫へのかかわりはよ
り年齢の低い孫と比べて少なくなることが示唆されているが、何よりも祖父母と孫の間に
情緒的な絆が形成されていれば、成人期になっても交流が続くことを報告している。
Atar-Schwartzほか（2009）もイングランドとウェールズの11-16歳の子どもと祖父母の
交流を検討した。孫が思春期になると、仲間とのかかわりがより重要になり、祖父母との
関係は希薄化する傾向はある。しかしながら、親と祖父母の関係が良好であれば、祖父母
と孫の愛着関係は崩れないと述べている。日本・オランダと同様に（佐藤,2019a）母方
の祖父母のほうが孫とよりかかわることを見出している。加えて、男性が家庭に関与する
ことがこれまで以上に多くなってきていることから、祖母のほうが祖父より孫とかかわる
とされた傾向が近年変化していると考察している。
Tanskanen＆Danielbacka（2012）は祖父母の孫育てへの貢献が、母方祖父母と父方祖父
母により異なるかどうかを検討した。思春期（11-16歳）の子どもの SDQ（theStrength
andDifficultiesQuestionnaire）のデータ分析を通し、母方の祖母とのかかわりが、孫の情
緒面・行動面の問題を低減すると述べた。Atar-Schwartzほか（2009）と同様に、祖母だ
けでなく、母方の祖父の重要性が増している傾向にも触れている。Danielbacka&
Tanskanen（2012）は祖父母と孫とのかかわりの規程因として、祖父母の家系・孫の年齢・
祖父母の健康・祖父母の就業の有無・物理的距離などを検討した。ここでも、思春期には
仲間との付き合いが多くなり家族から離れていくが、思春期を過ぎるとまた、近い関係に
戻ることを示唆している。祖父母の就業状況としてはフルタイム・パートタイム・無職の
祖父母の群間で比較し、母方か父方であるかも含めて検討している。無職であることは健
康状態ともかかわるので一概には言えないが、パートタイム労働の祖父母のかかわりがよ
り顕著であることが示唆された。
７．考察
以上のように、日本とイギリスの祖父母世代の孫育てへの参加について、比較検討した。
最後に、日本とイギリスの共通点と相違点を整理して本稿の結びとしたい。なお、紙面の
都合上、日本の祖父母による孫育てへの参加は、以前の報告（佐藤,2019a）により詳し
く記述しているのでそれを参照されたい。
まず、祖父母（grandparents）と孫（grandchildren）の交流を子ども（parents）が加減
する立場にあることが共通している。それから、母方祖父母の孫育てへの参加は父方祖父
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母の支援より顕著であることも両国の共通点であった。
さらに、祖父母と思春期の孫とのかかわりについては、停滞する時期もあるが、愛着関
係が形成されていれば、その後も交流が継続することも共通している。
相違点としては、まず、日本と同様に長時間労働が顕著な国として位置づけられるイギ
リスの父親のほうが日本と比較するとまだしもワーク・ライフ・バランスが取れており、
育児休業の取得や育児参加が著しかったことである。このことは、孫育てに参加するイギ
リスの祖父母の負担の度合いにも影響する可能性が高い。また、上述の竹沢（2019）の報
告にもあったように、日本は育児期も7割の母親が週30時間以上働く状況にあり、且つ柔
軟な働き方が保障されてはいない（大石・守泉,2011）ことも、日本の祖父母の心身の負
担を大きくするだろう。
二つ目の相違点として、イギリスは階級社会であり、祖父母が孫の達成意欲の向上にか
かわり、ひいては孫のキャリア形成と社会階層に影響を与えるという研究がなされている
ことである。
日本とイギリス、さらに昨年報告したオランダ（佐藤,2019）を含め、父母のワーク・
ライフ・バランスを向上させるためには、祖父母の孫育てへの参加が公的保育と祖父母等
のインフォーマルな保育を柔軟に組み合わせた支援として極めて重要であることが示唆さ
れた。そして、祖父母の孫育てへの参加を促進する際に、祖父母世代のWLBについて配
慮することも今後の課題となることが展望される。
1） 祖父母アイデンティティの発達プログラムの内容は以下のとおりである。
2019年9月17日：講座「高齢期の発達心理学」（鎌倉女子大学 佐藤淑子）・実技｢健康
づくりに向けたムーブメント教育法の体験｣（鎌倉女子大学 飯村敦子）
2019年9月27日：講座「地域における孫育て、たまご育てを考える」（NPO法人孫育て・
ニッポン理事長 棒田明子氏）
2018年10月4日：講座「子育て、世界の動向～イギリスとの比較～」（佐藤淑子）・実
技｢子育て支援に活かすムーブメント教育法の体験｣（飯村敦子）
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